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平成３１年３月２２日  

 

 

日光市議会議長 斎 藤 伸 幸 様  

 

 

日光市議会議員 小久保  光雄   

 

 

議 員 派 遣 報 告 書 

 

目  的  

（会議等の名称）
あなたの知らない議会のチカラ  

会議等の  

主催者の名称  
地方議員研究会  

場  所  

名称等：新大阪丸ビル別館  

 

住 所：大阪府大阪市東淀川区東中島 1-18-22 

期  間  平成３１年２月１１日（月）  

会議等の内容  別紙資料のとおり  

会議等の  

所感・成果等  

議会の力として、議員力について、議会と執行部の関係

について、主にこの２点を中心とした研修でありました。

議員力についてでは、1.事業の必要性と成果を評価する力、

2.持続可能な財政運営のための財政を見通す力、3.市民の

声から政策課題を引き出す力、4.制度を知り制度の限界を

知る力、5.人の力を借りる力、以上５つの力を得るために

は、議員としてのテーマを持ち、制度を知ることが必要で

あり、その結果財政の問題に当たるとの事でした。これら

のお話は、改めて議員活動の中で必要な事であると思わ

れ、特に財政に関する事は、今後しっかりと取り組んで行



様式２ 

かなければいけないと考えます。また、議員力をつける理

由として、市民と執行部のズレを修正する事であり、提案・

質問・討論、議決プロセスでは市民がどこに存在するかを

意識する必要があると伺いました。今後人口減少による職

員数の減少を迎える中では、議員主体の政策マネジメント

サイクルが必要となり、議員が独自に回し、政策を実現す

る必要性が生じ、議会は提案を受ける場でなく、政策を作

る、決める場となる事が必要と伺い、今後新たな議会改革

への取り組みが必要となる事を再認識しました。また、議

会主体の政策マネジメントサイクルの構築の部分では、先

に会派で視察した会津若松市議会の取り組みが紹介され、

今後議会改革の取り組みの参考と考えます。  

議会と執行部の関係についてでは、二元代表制の本来の

在り方を目指して、の内容でした。市町村議会の歴史を通

して二元代表制について学び、更に、地方自治法の任意議

決事項の重要性と、予算への関与や、議案の修正など改め

て伺うことにより、今後の議員活動の参考になりました。 

日光市議会では、議会基本条例の制定等、議会改革の取り

組みが進められておりますが、これからの議員の在り方な

どを今回の研修会で伺い、今後より一層の議会改革への取

り組みが必要だと認識をいたしました。  

 


